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① 心雑音の変化した症例はありますでしょうか。
②検査の間隔はどの位の間隔をおいて実施したも
のでしょうか。 
25番への質問に対する回答
斎藤三夫(葛飾日赤〉 
① 1年間の経過観察中で現在の所見でありません 
② 6ヵ月間隔で見ておる。
26. Dubin-Johnson氏症候群の 1例
篠本 直(社会保険船橋中央病院小児科) 
私共は，生後 3才8ヵ月，男子φ本症候群を肝機
能検査及び肝生検にて確認した。
これは，今迄の報告例中，最年少である。
更に生後 2ヵ月の同胞も肝機能検査にて本症と思
われたが，本症と確認する肝所見は得られなかっ 
Tこ。
本症の発生を出生時から推定した Dubin等の説
は，私共の症例により，少くと lも，生後 3年 8ヵ月
比は，本症が立派に確立されると裏づけられたが，
生後 2ヵ月比は，本症であっても，色素頼粒は出現
しないものか，或は，本症とは色素頼粒の有無lζよ
って区別される Rotor型の同一家族内発生か， 或
は Rotor型より本症に移行し得るものか， 今後，
時期を追って検索したならば興味深いと思われた。 
27. 尿ヂアスターゼ値の検討 
神田勝夫'‘春川章次(君津中央病院〉
健康児の尿ヂ値は乳児0 8単位，乳児，学童4"，-， 
"，32単位である。諸疾患 241例の尿ヂ値で高値を
示したものは流行性耳下腺炎 (29/41例〉腸管系
ビールス感染症(推定)(12/36例〉腎炎 (3/14例〉
ネフローゼ (1/3例〉虫垂炎 (4/10例)に認めた。
腹痛(原因不明〉を訴える患者50例の尿ヂ値は 4，-， 
512単位で高値を示した者が 16例あった。 とれら
患児の血清-リパーゼ、値を測定し得Tこ33例中高値を
認めたものは流行性耳下腺炎 (2/11例〉腹痛患児
(3/7例)その他 (3/15例，いづれも副腎皮質ホル
モン使用中〉あった。以上の所見より小児急性陣臓・ 
炎の存在も稀れでないと考えられる。 
28.ジフテリア心障碍に関するこ，三の実験的研
究
合田速志， 0吉田全次 CJI頂天堂大〉
家兎にジフテリア粗素素をプロキロ 0.065Lf皮下
注射すると，心電図変化は 36時間前後で現われ， 
42時間頃より高度となり， 53時間前後より脚ブロ
ック，心室自働，刺激伝導遅延等を起して死亡し
た。血撲 GOTは24"，-， 32時間後より上昇傾向があ
り，死亡直前には顕著な上昇を示した。即ち GOT
活性の上昇は心電図変化に先行した。
叉心臓の組織学的所見も心電図変化より GOT活
性上昇との相関が強かった。毒素注射後 42"，-，48時 
聞の循環血液量は著変を示さなかったが， Ht値は
36時間頃より増加傾向があった。
心電図応変化を認めてからでは勿論， 毒素注射
後 12時間以上を経れば抗毒素，デキサメサゾ、ン，
V. C等を使用しでも無効であり， 毒素注射 6時間
以内lと抗毒素を用いた家兎は全例生存した。 
29. 点頭様痘撃のー症例
石橋祝，中塚博勝(東京都
立成東児童福祉園)
入枝幸三郎(千葉大学小児科〉
いわゆる rythmicmovement はJL;因性のもの。
例えば head-rolling，head-banging，bedrocking 
と器質的なもの即ち spasmus nutans salamspa-
sとに分けられる。今回我々は器質的な ryth・ 
mic movement即ち小発作のー型と考えられる点
頭様痘壁の例を経験したので報告したし、。本症例は 
7才3ヵ月の男児， 生下時体重1.825gの未熟児で
あった。本児の遺伝負因出産時の外傷等は不詳。本
児は生後 10カ月より乳児院に収容され， その後幼
児施設を経て当園に入所した。点頭様痘撃は記録に
よれば 1才 3カ月頃より見られたが乳幼児施設では
単なる head-bangingと見られていたようである。
発作は睡眠中のみに起り，時間々隔は不定で 1晩に 
2 3回以上毎晩起り，頭部を上下氏振る運動が主"，-， 
でその運動のテンポは遅速様々である。その原因が
心因性であるかあるいは器質的なものであるか不明
のまま経過したが，その後脳波検査の結果所、見を認
め，てんかん小発作の-Effi型で、はないかと推測され 
るに至ったものである。
30'. 施設に収容した登校拒否児童症例
東京都立成東児童福祉園
石橋祝，中塚博勝
長欠児童の中に心理的精神的な問題から登校を拒
否する所謂神経症的登校拒否児童一学校恐怖症ーが
ある。
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症例は入園時 10才2ヵ月の男子。第3子で末子。 体上昇不充分であるが， 2"， 3回接種叉は不活化， 
IQ 137。父は脳動脈硬化症。母はうつ病である。中 生併用では 80%前後の者に抗体上昇を認めた。
流家庭で幼児期は父母健康で父に甘やかされて育つ 6"，12ヵ月後の抗体検査成績は不活化2回接種で
た。夫婦聞は性格の相違から円満でなかった。小学 は下降者が多いが， 3田接種叉は生併用では過半数
校 1年の頃母は胃潰蕩とうつ病で 2回入院したが， が上昇叉は不変を示した。
その頃から学校で落着きがなくなり，先生に反抗 麻疹流行後の調査によれば，対照群では 90%以
し，家でも母に乱暴した。友だちは少く，一方淋し 上に発症者をみた。一方接種群では 0"，25%程度の
がりやであった。 4年の始めから殆ど登校しなくな 擢患率であった (2ヵ所の保育園，順天堂大外来〉。
り殆ど家はいてプラモデル作り，読書に過した。親 CFT 8，HIT 32の者に発症をみたので今後は中
の登校催促に対して高価な玩具をねだるようにな 和抗体を全例測定する必要があり，ワクチンは不活
り，更に登校拒否傾向も強くなり某医のすすめで当 化のみとするか，生併用がよいか，叉接種間隔等に
園に入所した。入園後カウンセリングを中心とし 就いては更に検討を要すると思う。
て，生活場面でも治療的に扱い自閉的傾向は緩解
し， 1カ月半後突然登校を開始し，その後引続き通 32番への質問
学している。 南谷幹夫(東大分院〉
本例は高木のいう心気症的時期(第 1期〉は明ら 
1) 不活化ワクチンのみを 2"， 3回接種する場合の
31. 乳児に対する麻疹生ワクチン接種成績 どの位のものが適当でしょうか。 
南谷幹夫(東大分院) 32番への質問に対する回答
吉田全次 (/1頂天堂大〉
現在市販のガンマグロプリンを無作意にクロット
接種間隔に就いてはよくわかりませんが， 2Wで
をとり麻疹応対する中和抗体価を測定すると O.lml
は抗体の上りはまだ不充分ですから， 4Wと一応決 
lと付き 137"，274単位と 2倍の開きが認められた。
めております。 K.Lの場合には抗体の上りは低い 
月までは 100%抗体を保有し3ヵ月になると僅かに
低下し4 5カ月になると 50%K認められ以後急 33.最近に於ける麻疹の傾向とその臨床的観察"，， 
速に低下し8ヵ月では認められなくなることを知っ
塙賢二
た。そこで3カ月より 8ヵ月までの乳児67名に麻 
疹生ワクチン単独接種を試みたと ζろ4ヵ月までは 最近の麻疹が従来教科書，文献等に記載されてい
熱反応なく 5，6，7カ月では発熱率50"，60%，最高 るのと趣を異にし市も軽症になりつつあると思われ
体温平均 38.40C，8カ月では発熱率 100%，最高体 たので，昭和36年より 39年までに観察した 206例
温平均38.80Cであり，乙れはガンマグロブリン 137 の麻疹児に臨床的観察を行うと共に， 昭和 28年基
地区に於いて観察した 243例の麻疹について，その
果を示した成績を得た。 傾向の推移も対比した。 
32. 麻疹ワクチン接種の遠隔成績 
1) 発生状況:春先より夏に向って多発し秋より
冬に迫つては発生をみなかった。昨今は従来云われ
0吉田全次，富田節子(11買天堂大〉 ている知く隔年であった。 
富田進(国立水戸〉 
2) 年令，性別: 1年より 4年に最も多く，男女
麻疹不活化ワクチン(米本株)は 1回接種では抗 間には躍患の差は見られなかった。
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